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a. 狭い通路の先に広がりが示唆されている

b. 空疎な中庭は空に開かれている

a. 天井のスリットから木漏れ日を想起する光

b. 暗転し天井のスリットが方向性を暗示する

a. ガラスの柱が規則的に林立し恍惚感がある

b. 強い軸性は帝国復興への信念を増幅する

a. レベルの異なる廊下は迷宮性を増幅する

b. 明転し開口部が空を切り取っている

a. 奥に明るく広い空間があることが示唆される

b. 断片的な光が錯綜するソリッドな空間

ダンテウムは『神曲』の構成に準じて非常に論理的かつ段階的なプロセスを踏んで部分から全体が統御されてい
るため、そのデザイン体系を図示することが可能である。0. 条件、1. 配置・平面規模、2. 全体構成、3. 空間構成、
4. エレメント、5. マテリアルの 6 段階の設計プロセスを基準として、ダンテウムを構成する要素を列挙し、そ
れら相互の関係性を図示することで、ダンテウム計画の全体像、要素間の関係性を把握することを目的とする。

イタリアの建築家ジュゼッペ・テラーニによるダンテウム計画案は詩人・
政治家ダンテの代表作『神曲』を空間的に翻訳したものである。プレラ・
アカデミー校長リーノ・ヴァルダメーリがダンテを賛美するため、イタリ
ア政府に提議し、P. インジューリと G. テラーニに建設を依頼したことが始
まりであった。しかし、戦局の悪化とヴァルダメーリの死によって計画は
中断された。ダンテの名前と作品は帝国主義の正当化とイタリア文化の流
布のためにたびたび引用されていたが、ダンテウムもまた、ダンテの帝国
復興の理想とファシズムの理念の重複により計画された。敷地は、ローマ
の帝国通りに面し、もとはテラーニとリンジェーリが参加したリットリオ
宮設計競技の敷地であった。また、この通りは中世の象徴 Torre di Conti
のあるカブール通りに交差し、古代ローマの象徴であるマクセンテチウス
のバシリカにも面しているが、このような敷地条件からも、ファシズムを
意識している様子が読み取れる。

エレメント配列を類型化し、遷移を図示する。壁や柱といった建築のエレメントは均質性や差異性といったコードによって変質
し、その空間の特異性を形成している。ダンテウムは基本的にリニアな壁と柱のみで構成されるため、いわゆるポツ窓や扉（恣
意的に穿たれた穴）の類は使用されていないため、本調査では、抽出されるエレメントとして、壁、柱、天井、床面の４項目を
設定した。結果として、シンプルな矩形の中に、様々な配列法が用いられていることがわかるこれらの配列法を設計者自身が無
意識、または意識的に組み合わせ遷移空間を形成していることがわかる。

先の質的な空間分析に加え、観測者が実際に体感する空間について分析する。感覚的な体験をできるだけ客観的
に示すため、ダンテウムにおける主要な部屋を移動する際のシークエンスを、作成した 3Ｄモデルによって空間
体験をシミュレーションし、その空間に関するテラーニによる空間描写を収集し、その構成意図を把握する。

建築の構成において互いに機能的に連結されている物質の集まりをもって、デザイン体
系を構築する。例えば、自動車のエンジンは機械部品の作る体系であるし、軸組構造は
柱と梁のなす体系である。この構造を把握することは建築の全体から部分の移行をシス
テマティックに理解する助けになる。シンプルな構造物では、おおよそ階層状にその要
素が関係するが、建築のような輻輳した構造体の場合、セミラチスな構造になる。

ダンテウムは空間の遷移によってその文脈が形成される。これは、「ドアを開けて隣の
部屋に移ると異なる空間が現れる」ような意味での空間の変化ではなく、より質的な変
化を指す。（ソリッド⇔ヴォイドといった空間の性質としての変化）よって、ダンテウ
ムの構成要素を挙げ、それらがどのようなコードによって配列され、どのような転換が
意図されいるか分析する。

3-7. 中庭

▲

フランスの詩人ポール・ヴァレリーのこの言葉に見られるように、
彼は早くから建築に対して大変な関心を示している。また、ル・コ
ルビュジエのヴァレリーに対する意識は特筆に値する。コルビュジ
エはしばしばヴァレリーを引用し、著書をまめにヴァレリーに献本
していた。『ユーパリノス』の浜辺に謎めいた白い物体を拾い上げ
るエピソードを読めば、ル・コルビュジエの著書に幾度も現われる
貝殻のエピソードを連想するのは自然だろう。ル・コルビュジエが
書き散らしたテクストのあちこちに『ユーパリノス』の反響を聞く
ことはただの幻聴とばかりは言えないように思う。

ヴァレリーが建築に対して関心をしめしたように、詩的言語をイメージのソースとした建築も多く
存在する。ラウール・ブンショーテンやバーナード・チュミは、テクストをある種のイベント空間
のように捉え、創造物において断片的なイメージが散逸した状態を生み出している。一方、ダンテ
ウムの場合は、特に設計者であるテラーニの設計思想やファシズムが台頭した社会背景が強烈な形
式として統合されており、かつ、明快な理論に基づいて構成されているため、そのデザイン体系及
び設計者の意図を分析することに意義があるのではないかと考え本研究での調査対象とした。

上記のプロジェクトは、成果物の観点から概観すると、ソースとしたテクストも、そこから醸成さ
れた作品も多種多様である。しかし、設計者との関係を観察するとある共通項を見出すことができ
る。つまり、どのプロジェクトの空間も基本的に設計者を介した二次的な言語として私たちにメッ
セージを投射しているということである。詩の中のイメージが字義通りに現実世界に立ち現われる
のではなく、設計者が詩的言語をデザインソースとして表現の方針を導き出すことによって詩は建
築となって立ち現れる。よって、詩的言語とデザイン体系の関係を観察する。



1902 年、三重県伊勢市朝熊町出生。本名、橋本健吉。
日本で初めてのシュルレアリスム宣言（上田敏雄、
上田保 ( 英文学者 ) と連名）を配布したことからシュ
ルレアリスムの詩人とされることが多いが、むしろ
バウハウスの造型理念を視覚的に享受した影響が大
きい。また、詩作の一方でグラフィックデザイナー、
イラストレーター、編集者であった。戦後はデザイ
ンの仕事にもめぐまれ、建築家やデザイナーに信奉
者を多く生み、また詩作についても充実した作品を
つくり続け、概して多方面にわたりにぎやかな活躍
を続けた。本質は頑迷な気骨に濃密なロマンティシ
ズムをまとった明治生まれの文人の典型である。

本提案において北園克衛を選定した理由として、趣味的
な側面を除いて以下の 5 つの動機が挙げられる。北園克
衛が後世に与えた影響に比してその認知度が低いことか
ら、記念館を計画する意義があると考えられる。

代表作「単調な空間」（1959）はこの詩人の美意識が結
晶したもので、当時世界を席巻していたコンクリート・
ポエトリーと関連づけることができる日本では数すくな
い言語詩である。また処女詩集『白のアルバム』
（1929）に収録されている「図形説」は活字だけをもち
いて描かれた絵画的な作品群で、コンクリート・ポエト
リーにおいて前史的な位置をあたえられており、ロシア
構成主義の「声のために」（マヤコフスキー／リシツキー）
と比較されることが多い。11960 年代以降は室内で静
物を造型的にセッティングして撮影する作風に変化しな
がら、やがて写真を＜詩そのもの＞と定義する「プラス
ティック・ポエム」にたどり着く。

ダンテウムの分析からも明らかなように詩の構成原理
は直接建築の形態を決定する口実となる。（詩の内容は
建築の空間性と対応する）右図に示す対比のうち、北
園克衛の詩におけるコラージュによる構成法と、「通時
性」と「共時性」の対比に着目して設計手法の軸とする。

研究の結果、ダンテウムにおいて、様々な要素がある意図をもって選定され、配列されているこ
とがわかった。この内在している意味を北園克衛のメモリアルに適応するように変容させ、構成
成分とする。変換する際、象徴や軸といった意図を保持したまま読み替えを行った。北園克衛記
念館はダンテウム計画案の構成原理（= モダニズムの言語）を解体し、その意味を切断して再構
成（=コラージュ）することによって建築される。

ダンテウムと北園克衛記念館の形成プロセスを並置させなが
ら、双方を横断的に捉えることによって計画を行う。（ダンテ
ウム計画から抽出された理論を用いて設計するわけではない）
それによって、設計行為における詩的言語の作用がより理解
できる。以下の三つの観点から計画への視座を得る。

敷地は詩人の出生地である三重県伊勢朝熊町の五十鈴川と朝熊川の合流点の東の丘に位置する大きな空き
地である。周辺に散在する伊勢神宮の摂社がこの地の歴史性を物語っている。神宮には 125 社の摂社に
よって構成されるが、敷地の南西に位置する朝熊神社は内宮の摂社として特に格式が高く、多くの祭祀が
行われる。また、南側に位置する朝熊山は古くから山岳信仰の対象となっており、825 年（天長 2 年）
に空海が真言密教道場として南峯東腹に金剛證寺を建立したことでも知られている。
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背後を流れる五十鈴川や、朝熊山などを建築に取り込んだ。敷地はプロムナードを引き込
むことによって、建築を中心とした四つの領域に分割され、それぞれに性格付けがされて
いる。四つの性格はダンテウムの百柱の森や中庭と対応するような意味が与えられ、対比
される構成をとっている。内部で完結していたダンテウムの構成は伊勢的な重層性によっ
て敷地全域に拡張し、外向きの関係が形成される。

外構と一体的に内部空間を決定している。そして、柱や水周りコア等の様々なエレメント
を横断的に配置し来場者の偶発的な空間体験を意図した。1 階では無秩序に空間が転換す
るが、2階に上がると 2つの正方形が全体の軸を形成していたことに気付く。

転換された意味を「通時性⇔共時性」の考え方から再配列を行い、北園克衛記念館として
再構成する。

水面に浮上するガラスキューブのイメージスケッチ。
木立を反映する。

ストライプモデュール

2つの正方形 十字分割

スパインの挿入

①

① ①

①

ⅱ ⅲ

ⅰ ⅳ

ⅱ ⅲ

ⅰ ⅳ

11

重層性のレイヤー 部屋配置のレイヤー

2つの正方形のレイヤー

voidvoid
void

柱配置のレイヤー（モデュール）

ⅱ ⅲ

ⅰ ⅳ

所在地　三重県伊勢市朝熊町
主要用途　美術館　レストラン
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全体を通して点対称な構成である。半外部的な吹き抜け空
間を少しずつ介入させることによって空間としての連続性
が生まれる。二層のガラスファサードが二枚の壁によって
支持され、宙に浮いたような構成をとり、1 階はマッスに
よって場面転換がなされるが、2 階では半透過ガラスが周
辺環境に柔らかに意識を誘導し、外向きの広がりを感じる
空間となっている。

伊勢神宮の重層的で包囲的な構成を下敷きとして、それを崩していくことによって全体性を形成
する。これはダンテウムがマクセンティウスのバシリカを全体性を決定するための一助としてい
たことに起因する。奥性のあるレイヤーをとることによる性質としての濃淡が、空間同士の多層
的なつながりを形成する。

昨今の建築業界ではアルゴリズムを用いた設計手法が普及したことによって巨大スケールを効率
的に処理することが可能となっている。このような潮流において、建築家の役割は日々多様化し、
混迷しているが、豊穣たる空間を創造するという本来的な目的を見失ってはいないだろうか。そ
こで、修士制作で、ナラティブな空間における現代的意義を示したいと考えこのようなテーマを
選んだ。

結果として、テラーニが構想したダンテウムの設計プロセスを分析し、自身の手を介して設計へ
と跳躍したことによって、設計行為に詩的言語が介在することの普遍的な可能性を見出すことが
できた。詩は空間を想起させ、空間もまた詩を想起させる。この両者の不可分な関係性の一端を
本計画において示せたのではないだろうか。特に、設計段階での「通時性｣、「共時性」の対立項
によるプロセスの整理は、さらなる発展的な設計手法への展開を示唆する方法論の一つとなるだ
ろう。
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